





























































































































































































































平忠常の乱が起った。忠常の乱が将門の乱と同様、比較的簡単鎮圧された理由として、石母田氏 「古代国家 優越した組織性」と、「同族あるいは同じ階級の土豪 ちが敵側に動員され
（ 刊 ）















































（ 上 脱 カ
U























































































































































一 、 己 企 一 一
牢篭




































































なる者に対して沙汰権を行使して ろからす と、郷司、村司を支配する地位にあるも であろう。 ぜならば、「下総国
（ 叫 ）
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還安堵し、地頭に対して 領保護 命じている ごれは臣下に対する所領安堵と同様であって、上級神官の下に下級神官を組織したヒエラルヒツシ
ュ
な体制を構成していたのである。そ
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古代律令体制に対して、千葉氏は一貫してその破壊者であっ
た。畿内政権に対する東国の異質性は時代によって異っていたが開発領
主
から封建領主への転変は、新しい中牡社会の建設という
方向をとらせ。この方向はその後ずっと続いたが、古代的ウクラードを内包していたことは否定できない。しかし、八ム領を含んだまま相馬郡全域の領有権を
主
張し、古代的権威としての香取神宮
に対しても、その押領を止めなかった意図は封建的一円支配体制の実現に向っていたことを雄鮮に物語るも である
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